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会社名

○○

発表者

○○

DXの進め方

実現に向けやるべきこと

(How/When)

取組事項

現在置かれている状況・想定リスク・課題

解決の方向性

私のDX宣言

上記実現に向けた自身の役割・取組内容の宣言文（コミットメント）を記載

DXビジョンの社内合意形成

DX予算の社内承認

推進人材の育成・募集

・・・

・・・

役員の説得が難しい

必要性の伝え方が難しい

事業部側のITリテラシーが低く、IT部門のリソースだけでは足りない

・・・

・・・

DXビジョンの原案を作成し、役員と議論

自社の課題からストーリーで説明し、期待効果についても具体化・定量化

事業部側を巻き込む形で体制を構築し、システムテストなどを通じて教育を行う

・・・

・・・

DXの目的

解決すべき自社の課題

(Why)

第1回の検討内容を中心に記載

DXビジョン

内容・実現イメージ

(Who/Where/What)

第2回の検討内容を中心に中長期のゴール・ありたい姿を記載

ストーリーとして経営層や事業部に語れるように自社の課題と整合を図る



必要に応じて図など別紙で補足いただく





発表タイトル

特徴的なキーワードなどを入れて実現の方向性等を簡潔に表現（自由にタイトルを付けていただいて構いません）

こちらは第3回で議論予定です

可能な範囲で記載ください

第3回の発表時に宣言いただきます
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